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図I小矢部市興法寺小谷の池の富山県指定｢ハッチョウトンボとその発生地：
に立つ標識(|)と説明板(2)
念物として地域指定を'受けるに至る迄の経緯
が克明に綴られている。また．小矢部市教育
委員会宛に提出されたと思われる意見書の控
え，加i台氏の懇請を受けて天然記念物指定に
際して当時県の文化財保護審議会委貝として
尽力された植木忠夫富山大学名誉教授宛書簡
噸，その他多くの関係書類が適されており，
それらからもこの地のトンボ頬の保謹連動に
仰けられた氏の情熱が並々ならぬものであっ
たことが窺われるのである。ハッチョウトン
ボの再発見以来、天然記念物の指定を受ける
前後には，マスコミ等からも意見を求められ
ることが多かったようで，そうした時の準備
として自身の意見を整理記述したものが手記
その他の遺品類中に見られる。たとえば，早
くも1971年の手記の中で，氏はハッチョウト
ンボの生態を詳述し，保謹の必要性を説き，
興法寺池沼群の独自性と重要性を列記して，
天然記念物として地域指定すべきことを主張
しておられるのである。そして．保謹対策と
して,次の8ケ11条の私案を提示しておられる：
1.生物学的に知識人の乱稚が危険である。採
集させないこと；2.樹木の繁茂を防ぎ日当り
を良くしておくこと；3.水ゴケ類の採集を禁
止すること；4.池で農薬等の袋等毒物容器を
洗わぬこと；5.作付圃場への空中散布(粉薬〉
を禁止すること；6.湿地帯へは立入を禁止す
ること；7．クモ類の巣を除去駆除すること；
8.生息適地への成体移し替えによって増殖を
図ること（以上，ほぼ原文通|)）。これによっ
ても，氏が自然保護について具体的な意見を
抱いておられたことが理解できるのである。
はじめ，興法寺には，既に1965年に宇奈月
町栃屋で天然記念物の地域指定を受けていた
ハッチョウトンボが生息しているということ
で「興法寺のハッチョウトンボとその発生地
TIT上il
付興法寺のトンボ類の群生地｣の名称の下に’
1971年11月18日に正式に天然記念物の地域指
定を受けた（富山県告示第50号)。これは，
加摘氏がハッチョウトンボを再発見されて
から1971年にかけて続けられた同所でのト
ンボ類の生態調査の結果を踏まえて小矢部市
に働きかけられた結果である。その1971年の
調査の過程で､更に、、オゼイトトンボ〃が発見
4き
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されたため.翌1972年10月5日付で名称が｢興
法寺のオゼイトトンボ・ハツチョウトンボと
その発生地付興法寺の|､ンボ類の群生地」
と変更になった。ところが,加治氏の逝去後，
1980年に既述のように田中忠次氏の研究によ
って、オゼイトトンボ〃がエゾイトトンボの
誤同定であったことが明らかになったため，
田中氏が県文化課に進言され，1982年1月26
日付で｢オゼイトトンボ･｣の部分が肖il除されて
当初の名称に復帰したのである(図1)(以上の
経緯は，富山県文化課にも問い合せて確認し
た)。
次に，加論氏がエゾイトトンボを、オゼイ
トトンボ〃とﾞ誤同定〃した経緯について，
筆者らが知')得たことを記しておきたい。
、､オゼイトトンボ"は，富山県下からは加論
氏が興法寺より初めて記録された(加論,1971
b)｡本柿は，今日に至るまで富山県下のいず
れの場所からも発見されていないが，その可
能性は完全には否定できない｡hⅡ論氏は,その
後も,1970年12月21日に同所よ')採集した幼虫
が，翌1971年5月3－4日に羽化したことを
報告しておられる(加治,1972a)。『富山県の
昆虫」（1979)においても，1972年5月および
6月に同所で採集された計9895幹の採集
記録が挙げられている。ところが，田中忠次
氏は,同地産の現存標本を再調査され，、オゼ
イトトンボ〃の記録は全てエゾイトトンボの
誤同定に基づくものであると結論された（田
中,1980)。筆者らも，今回現存する標本類の
全てを検し，田中氏の結論の正しいことを確
認した。田中氏は，報文の中で，加梢氏が|司
所からエゾイトトンボも記録されていながら，
誤同定をされた理由として，1腹部第2節の
斑紋のみによって同定し，尾部付属器は検し
ていない，2同定に用いた図鑑には,〔オゼイ
トトンボとエゾイトトンボの違いが明瞭に図
示されている〕『日本昆虫図艦』（北隆館東
京．1950．オゼイトトンボの命名者でもある
44
朝比奈正二郎博士がトンボ類を担当されてい
る）が含まれていなかった，3．〔オゼイトト
ンボの特徴の1つである腹部第2節の〕コッ
プ状の斑紋の見方に誤|)があったか,『原色日
本昆虫生態図鑑11トンボ編』（石田昇三著,保
育社，大阪．1969年）の〔オゼイトトンボの
特徴の1つとして挙げられている腹部第2節
の斑紋は〕、矢じ')状である〃という記戦に迷
わされたのではないか，という3つの推定を
下された。田中氏も疑問を呈しておられるよ
うに，加治氏は，エゾイトトンボも同所よ'）
記録しておられるばかりでなく，わざわざこ
れら両極の腹部第2節背面の黒色斑紋の形状
に差があるとして，両、種〃の写真をも添え
て記述しておられる（加治,1972b)ので，氏
はこれら両．種〃を氏な|)に識別しておられ
たと考えられる。更に，氏の遺品中の生態ノ
ートには，北隆館版の『日本昆虫図鍬』から
両極の尾部付属器の図も転写されているので
ある。筆者らは，御遺族が保管しておられる
加論氏の手記や書簡類，更には御遺族より氏
が手記とは別に克明に認めておられた日記の
内容を伺って，以下の事情を知ることができ
た〔筆者らが拝借し実際に目を通すことので
きた手記や書簡類からの直接の引用は剛〃付
で，御遺族よ0伺った日記からの引用は末尾
に（）でそれぞれ明記しておいた〕。
1．1972年3月16-27日に，田中忠次氏か
加治氏の報文(1970,1971a,b,cと思われ
る）の掲載された富山県昆虫|司好会々誌
rArnica｣を東京の奥村定一氏に送付され
たところ，奥村氏より同好会に「オゼイ
トトンボとエゾイト｜､ンボの標本を入手
したい」旨の加治氏宛書簡が届いた（奥
村氏からの書簡による)。
2．同年5月10日，、小谷の池背後の草原に
オゼイトトンボの半ば成熟したものの生
息を認め〃……、､終業帰宅してからは奥
村定一先生へ|司定を願う可〈標本発送の
富山県のトンボ研究家故加治外司三氏の業紙
報告されると良いと思います。不取敢御返
事まで。
奥村定一
加治外司三様
後日生態写真と資料御贈りし度いと思い
ます｡〃
準備作業をした｡〃
3．同5月19日，オゼイトトンボの同定を
依頼する標本を採集する目的で興法寺へ
行く。（日記）
4．同5月20日，奥村氏宛同定依頼の標本
の郵送準備をする。（日記）
5．同5月21日，奥村氏宛同定依頼の書簡
の草案を作成する。（日記）
6．同5月22日，，奥村定一先生へイトトン
ボ4種の同定を依帆，標本を送る｡〃
7．同5月26日，’､奥村定一先生へ依頼中の
同定標本と手紙速達到着する。オゼイト
トンボは確認される｡〃（傍点筆者）
文面から．奥村氏から加治氏に宛てられた
この手紙のコピーと思われるものが，加治氏
がおそらく小矢部市教育委員会宛提出された
と判断される「天然記念物ハッチョウトンボ
の生息地に定着するオゼイトトンボの保護に
対する私見」と題する1972年8月25日付文書
の控えに添付されている。この書簡は，、オゼ
イトトンボ〃の天然記念物追加申請に向けて
の加治氏の行動とその経緯を理解する上で甚
だ重要な意味を持つと考えられ，既に半ば公
開されたものでもあるので，その全文を以下
に掲げる(書簡は縦書である)。
以上のことから，州オゼイトトンボ"の天然
記念物指定追加申請にあたっては，事前に奥
村定一氏の|司定を仰いでおり，誤同定の直接
の責は加袷氏にはなかったと考えられるので
ある。しかし，加治氏は，興法寺産のエゾイ
トトンボを発見の当初から、オゼイトトンボ琴
と考えておられたのも事実で，その理由は，
田中忠次氏が推定されたように，石田昇三氏
の『原色日本昆虫生態図鑑IIトンボ編』の弧矢
じ')状〃という記載に迷わされた可能性が高
い。当時の加治氏にとって石田氏の『図鑑』
はいわばバイブルであった。実|祭，加治氏自
身，幾つかの遺稿の中で，エゾイトトンボと
オゼイトトンボ両者の区別点は，＄の腹部第
2節背面の黒色斑紋の形状が，前者は州スペ
ード型〃であるのに対して後者は、逆ハート
型〃であると強調しておられるので､ある。こ
の違いは．結果的には興法寺産のエゾイトト
ンボの個体変異の1幅に収っていたわけである“
加治氏は，、オゼイトトンボ"の天然記念物
指定追加申請にあたって，石田氏の『生態図
鑑』で知った長野県の倉田稔氏からも種々情
報を得ておられた。当時，長野県下からはオ
ゼイトトンボの産地が2ケ所（戸隠高原と大
いやり
町市の居谷里湿原）知られており，そこでは
いずれもオゼイトトンボとエゾイトトンボか
共存していることも判っていた。倉田氏から
は，2種の生態について，既産地の地図と共
に詳細な説明のなされた書簡が届いている。
加治氏は，奥村氏よ0の同定結果を知らせる
上記書簡と倉田氏よりのこの書簡の写しを添
えて申請書を提出しているのである。なお，
＄､拝復廿一日付の御信書とイトトンボ標本
資料有難く落手。早速拝見調べまして左記
の様に同定しました。
(112)オゼイトトンボ
(314)アジアイトトンボ
(516)オオイトトンボ
(718)クロイトトンボ
以上。貴台の同定は正確であられました
御勤務の余暇によくこそ努められました
但し此の方に第二の御勤めの御心算にて御
努め下さい。
尚イトトンボの分散は観察面白いと思い
ます。もう少し具体的科学的に調べられて
?
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加治氏は，興雪法寺産の、オゼイ｜、トンボ〃の
標本を倉田氏にも送付しているが，1973年6
月13日の消印で倉田氏より次のような懇切な
返書（葉書）が届いている：州お送りいただい
た標本はすべてエゾイトトンボです。しかし
オゼイトトンボは湧水の|眼られた場所だけに
いるのですから（例え同じ湿原でもエゾは池
沼にいますがオゼは湧水池＝水源の小川等に
いますから）いないとは言えないでしょう。
時期的にみても，これからが発生期ですから・
標本は後日お送りします。もし何でしたらう
たがわしいものを送って下さい。見てお送り
いたしますから。きっとオゼもいるはずです、
エゾも西南限です。乱筆にて申しわけあ'）ま
せん。草々｡〃これは，倉田氏から加梢氏宛の
最後の書簡である。加治氏は，おそらく倉田
氏に標本を送付する|祭エゾイトトンボと、オ
ゼイトトンボ〃の両者を送ったに相違なく，
倉田氏からのこの返書を複雑な思いで受けと
められたのではないかと想像される。倉田氏
よりの書簡については手記では全く触れられ
ていない。奥村氏からの書簡も1973年1月2薯
日付の葉書を最後に途絶えている。
加治氏は，富山県昆虫同好会の瀬川哲夫氏
を介して1973年初めに日本峨峠学会に入会さ
れ，以後亡くなられる迄同学会々長の朝比奈
正二郎博士に度々書簡で教示を仰いでおられ
る(II-2-C.アカネ属の種間雑種に関する
項も参照)。田中忠次氏は,加治氏が､､オゼイ
トトンボ〃の同定を朝比奈博士に依瓶された
可能性もあると椎(IP!され，富山医科薬科大学
の上村清博士を通して朝比奈博士に確かめら
れたところ，朝比奈･博士からは1.標本か写真
かで同定したかもしれないが，所蔵標本中に
は富山県産のオゼイトトンボはないこと，2
Arnica16(2)の加論氏の報文(1972b)中の
､､オゼイトトンボ"の写真は不鮮明だがむしろ
エゾイトトンボのように見える，との返書か
あったとのことである（田中,1980).筆者ら
45
も，田中氏からこの朝比奈博士からの返書の
コピーを拝借し，ノJⅡ論氏の博士宛の書簡類の
草案や博士からの書簡類などから，博士が興
法寺産のエゾイトトンボを同定された形跡は
ないことを確認した。
加桁氏の亡くなられたのは,、オゼイトトン
ボ〃をめぐるこうした一連の出来事のわずか
1年ばか')後のことであった。
3．加梢氏のトンボ類研究に関する遺品類
加論氏は，既述のようにすぐれたトンボ類
のコレクションを遺されたが，他に富山県下
のトンボ類の研究に関する多くの遺品類があ
')，筆者らは御遺族の御好意でそれらの全て
を拝見させていただくことができた（図2）。
それらは次のようなものである。
a:富山県産|､ンボ類の生態写真とノート2
冊。
b:1971年元旦より逝去の約1ケ月ほど前迄
書き続けられたトンボ類研究に関する手記2
冊。
c：「富山のⅢ制令」と題する原稿草案。
d:その他。
aは，氏が興法寺を中心とする富山県下各
地で調査されたトンボ期の主に生態写真集で，
ルーズリーフ式京大式カードに氏が擬影した
生態写真又は標本写真が種ごとに添付され，
各種についての形態的特徴や生態などについ
て詳しい記述がなされている。これは，石田
昇三氏の『原色日本昆虫生態図鍬IIトンボ耐』
を手本にして作成されたもののように思われ
る。このノート作成の基になったと思われる
鵜しい数の生態写真が2冊の大形アルバムや
フィルムなどと共に造されている。これらの
中には，大変に興味深いものも数多く含まれ
ているが，ここではこれ以上触れる余裕がな
い。
bは，既に度々触れたが，小形の手帖2冊
に書かれており，のべ’60頁に及ぶ。氏は，
実に凡'脹面な方で，日々の克明な日記を認め
will県のトンボ研究家故加論外司三氏の業紙
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図21．加治氏のトンボ類研究に関する遺品類
3．手記（2冊）
2．遺稿類
4．富山県産トンボ類の生態写真とノート（2冊〉
ておられ，そこには昆虫鮒に関する研究lの
ことも私事と含めて記しておられるが，昆虫
類（大半はトンボ噸に'4Iするものである）に
関連する部分だけを別に手記の形で書いてお
られたわけである。御世族によれば，氏は，
いずれ富山県産のトンボ城に関して一書を,!'1
版される希望も抱いておられたようで，これ
ら2冊の手記にも，1971年（昭ｲ1146年）およ
び1974年（昭和49年）元旦の日付で，冒皿に
ほほ同文の次のような一文が認められている：
州私のトンボを県下に求めて訓併し観察し採集
した折々の覚えの記録で､ある。その節の1，1
とした記事だが続ける事によっては或いは後
日の回職録とな')又或いは私の生涯のトンボ
歴ともなることで､あろう〃。これらの手記は，
それ自体富山県下のトンボ噸のi'l重な生態観
察記録であり，筆者らはある程陛の伽集作業
を施し，しかるべき形で出版されることが望
ましいと考える。
cの原稿草案は，標本Aの61種の各々につ
いて一般的な説Iりlがなされ，極によっては富
山県~ﾄﾞでの発生消長なども主に加梢氏自身の
経験にji!きづいて書かれている。しかし,bほ
ど重要な内容を含んではいない。
その他，未発表の原稿(著述目録参照)，天
然記念物指定申請をめぐる意兇書の控え，随
想肌の文章，テレビ番糸I出演時の原稿等々か
あるが，この小文では加論氏のトンボ類研究
に関して重要と思われるものについては一通
り触れたつもりである。
ノill論氏の手記によれば，氏は，既に1930年
(昭*Ⅱ5年）砺波中学3年の頃よi)1935年(昭
和10年)にかけて，富山県産昆虫類を1,100種
余り採集されていた（その標本願が、特製標
4？
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本戸棚2神に収納され，新湊高校に寄贈され
ていたものである)｡1933年(昭和8年)，富山
師範学校博物教室で進mf久五郎氏の助手を勤
められ，また1935年には富山県農業試験場病
理昆虫部の岩山新二氏の下に研究生として籍
を置いておられたようである。わずかな期間
であったとはいえ，氏が若き日にこうした環
境に身を置いておられたことが,II免年の研究
姿勢にも大きく影響していたと想像されるの
である。
ド、写？.~令〆、
箪識
?????
図3興法寺小谷の小池にある加治氏の顕彰碑
の霊並びに御遺族に御報告して筆を淵くこと
としたい。
おわりに
加治氏がII免年の足かけ5年間ほど，四季を
通じて足繁く通われた小矢部市興法寺小谷の
小池を見下ろす林のはずれに，氏の顕彰碑か
ひっそりと立っている（図3）。筆者らが訪れ
た初冬の一日，周囲の林からは枯葉が音たて
て池面に舞い落ちていた。御影石の碑の表面
には，植木忠夫富山大学名誉教授の揮奄にな
る「故加治外司三学兄の偉いなる功績を讃え
て」の文字が，裏面には同じく次の文章が刻
まれている（碑文は縦書きである)。
故加治外司三氏著述目録(1970-1978)
1970.ハッチョウトンボの生息地呉西でも確
It.Arnica[富山県昆虫同好会々 誌],14C2]
：7－8．
1971a.小矢部市興法寺の池沼集落に生息する
トンボ類の調査(1).Arnica,15(1):1
－3．
1971b.小矢部市興法寺の池沼集落に生息する
トンボ類の調査fin.Arnica,15(1]:3
－5．
1971c.小矢部市興法寺の池沼集落に生息する
トンボ類の調査〔Ⅲ].Arnica,15(2):1
－3．
1972a.湧水の出る湿地帯を含む池沼に住むト
ンボ類幼虫の飼育についてArnica,16(1J
：4－5．
1972b・小矢部市興法寺の池沼集落に生息する
トンボ類の調査〔Ⅳ〕・Arnica,16r2):1
－3．
1973a.雑種アカネの発見．Tombo[日本蛸l冷
学会々 誌〕，16〔1/4〕：18.
1973b.ハッチョウ|､ンボおよび､アジアイトト
ンボで見られた羽化直後の移動飛湖につい
て.Arnica,17(1):12-14.
1978．高岡古城公園松のこも巻内越冬昆虫．
「この地興法寺がオゼイトトンボ･ハッチ
ョウトンボとその発生地並びにトンボ類の
群生地として一九七一年十月五日富山県の
天然記念物として指定されるに到ったのは，
全く数十年間にわたり研餓を積まれた加治
外司三学兄の熱意の結実である。霊魂ここ
に眠る。昭和四十九年初盆中日柚木忠夫
書」
加治氏の収集されたトンボ類の標本の大部
分は，新湊高校に寄贈されていた多数の標本
類などと共に富山市科学文化センターに収蔵
されることとなった。それらは，県下のトン
ボ相，さらには昆虫相全般の今後の変遷を知
る上で､，極めて貴重な資料として長く活用さ
れるであろうことを新湊市大楽寺にUKる故人
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Amica,17r2]:18-19.(大野豊･田中忠次
両氏と共著）
遺稿a.ホソミオヅネントンボ富山県で採集．
2pp.
遺稿b.小矢部市興法寺の池沼集落に生息する
トンボ類の調査m.ip.
遺稿c.富山の蛸鈴.24pp.
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